
第1章の中の以下の不公平を不平等に置換する。

　p.26　3行目 老年期の健康と健康の不公平に深く影響している

　p.26　8行目 収入や富の不公平はもはや度を越している

　p.30　11行目 「健康の不公平」は、

　p.3１　11行目 健康の不公平を悪化させたらどうするのか。

　p.32　5行目 健康の不公平は私たちが直面する

　p.32　7行目 国内の健康の不公平の問題は

　p.34　後ろから3行目
健康の不公平には二つの型があると指摘した。ここまでは国内の不公平に
ついて観察してきた。　・・・　だが不公平には二つめの型がある。

　p.36　後ろから3行目 この第二の型の健康の不公平（第一の型は国内の社会的勾配）は

　p.39　後ろから4行目 健康の不公平は社会の不公平から生じている。

　p.40　5行目
しばしば国内の健康の不公平は国家間の違いと同じくらい大きい。　・・・
言いかえれば、常に両方の型の不公平に焦点を当てる必要がある。国家
間の不公平と国内の不公平（社会的勾配）である。

　p.43　3行目
国内および国家間の健康の不公平のほとんどをうまく説明できる生物学的
理由はないということだ。健康と健康の不公平は急激に変化する。

　p.44　8行目 貧困の程度と不公平の規模だ。

　p.44　後ろから4行目 それはおそらく相対的貧困や不公平に苦しむ側にいることだろう。

　p.49　6行目 所得の不公平は同程度である。
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